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平
成
二
十
年
戊
子

つ
ち
の
え
ね

歳
の
初
春

を
迎
え
、
謹
ん
で
賀
詞
を
言
上
し
、

檀
信
徒
の
皆
様
に
心
か
ら
お
悦

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

         

日
頃
、
妙
教
寺
檀
信
徒
護
持

会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
護
法
護

持
の
念
厚
く
し
て
、
當
山
の
興
隆

発
展
の
為
に
皆
様
よ
り
、
ご
浄
財 

    

喜
捨
を
賜
り
、
種
々
の
高
配
に
対

し
、
総
代
護
持
会
役
員
一
同
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
、
當
山
の
興

隆
と
檀
信
徒
の
皆
様
方
の
家
運

隆
昌
並
に
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。 

  

さ
て
、
當
山
香
華
道
場
は
、
春

日
原
春
日
山
に
創
建
せ
ら
れ
、

御
清
正
公
さ
ま
菩
提
寺
・
旧
本

山
・
発
星
山
本
妙
寺
の
縁
由
に
よ

り
、
明
治
十
二
年
十
月
、
一
致

派
説
教
所
が
創
立
開
山
さ
れ
、

後
に
愛
愍
結
社
教
会
と
称
し
、

更
に
昭
和
十
七
年
三
月
、
こ
れ

を
筒
井
教
会
と
改
め
、
昭
和
二

十
一
年
十
月
、
本
教
会
が
妙
教

寺
設
立
の
日
蓮
宗
の
承
認
を
得

て
、
宗
教
法
人
「
春
日
山
・
妙
教

寺
」
と
寺
号
公
称
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
開
山
（
創
設
）
・
禰
心
院

日
明
上
人(

勝
立
寺
住
職
、
渡
辺

正
道
上
人
・
明
治
二
十
八
年
一

月
十
六
日
没) 

第
二
世
・
禰
厚

院
日
温
上
人(

勝
立
寺
住
職
、
新

野
正
観
上
人
・
大
正
十
二
年
一

月
四
日
没)

第
三
世
・
大
光
院
日

演
上
人(

法
性
寺
住
職
・
吉
倉
前

誡
上
人
徒
弟
、
松
下
前
暢
上
人
・

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
八
日

没)

第
四
世
・
宣
正
院
日
温
上
人

(

楠
田
泰
解
上
人
、
香
正
寺
法
類
、

昭
和
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日

没)

第
五
世
・
順
忠
院
日
貫
上
人

(

花
田
英
忠
上
人
・
平
成
十
五
年

十
一
月
十
八
日
没)

第
六
世
・
順

正
院
日
賢
上
人(

花
田
英
喜
上

人(

平
成
十
二
年
八
月
十
二
日

没)

の
各
歴
代
上
人
が
、
檀
信
徒

各
位
、
異
体
同
心
協
力
一
致
で

山
門
整
備
事
業
に
止
暇
断
眠
盡

粋
さ
れ
、
意
を
専
ら
檀
信
徒
の

教
化
育
成
に
注
が
れ
る
こ
と
、
以
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當
山
開
基
開
創
百
五
十
年 



清
正
公
様
第
四
百
年
忌 

宗
祖
御
降
誕
八
百
年 

来
百
二
十
七
有
年
、
爾
来
、
幾

星
霜
を
重
ね
、
大
野
城
春
日
原

の
地
に
於
い
て
、
法
華
経
の
道
場

と
し
て
、
代
を
累
ぬ
る
こ
と
七
世

に
し
て
不
肖
日
薫
に
至
る
。 

          

當
山
に
は
、
「
三
枚
続
き
の
大

曼
荼
羅
本
尊
」の
霊
宝
を
お
祭
り

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ご
本
尊
は
、
慶

長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
六
月
肥

後
の
国
五
十
四
万
石
の
領
主
加

藤
清
正
公
の
逝
去
時
に
大
導
師

を
勤
め
ら
れ
た
、
京
都
大
光
山

本
圀
寺
第
十
七
世
鷲
峰
院
日
桓

上
人
開
顕
の
御
眞
筆
と
称
し
、

法
華
勝
縁
の
然
ら
し
む
る
處
、
以

来
、
肥
後
本
妙
寺
清
正
公
大
尊

儀
の
応
護
を
賜
る
寺
院
と
し
て

又
、
昭
和
十
年
に
日
本
の
至
宝

「北
村
西
望
」作
の
「甲
冑
姿
の
清 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

正
公
」
を
お
ま
つ
り

し

「
春

日

原

の 
 

お
清
正
公
さ
ん
」

又
、
「
三
沢
の
お
清

正
公
さ
ん
」
と 

皆

さ
ま
か
ら
親
し
く

帰
依
さ
れ
て
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。  

         

只
今
、
日
蓮
宗
宗
門
で
は
、
平

成
十
九
年
度
よ
り
い
よ
い
よ
新
宗

門
運
動
と
し
て
「
立
正
安
国
・
お

題
目
結
縁
運
動
」
が
ス
タ
―
ト
し
、

日
蓮
大
聖
人
ご
降
誕
八
〇
〇
年

に
向
っ
て
、
新
た
な
第
一
歩
を
ふ

み
だ
す
、
新
し
い
始
ま
り
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。 

檀
信
徒
に
と
っ
て
、
平
成
二
十
年

初
頭
が
出
発
点
と
し
て
、
今
後
、

如
何
に
あ
る
べ
き
か
を
、
信
者
一

人
一
人
が
、
心
に
問
い
か
け
、
実

行
す
る
か
を
、
答
え
る
と
き
、

「
お
題
目
布
教
」
に
か
せ
ら
れ
た

も
の
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と 

 
 

思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

私
共
が
お
唱
え
す
る

「
御
題
目
」
は
、
七
百
有

余
年
の
歳
月
を
超
え
て
、

一
切
衆
生
を
し
て
、
日

蓮
大
聖
人
が
身
命
を
と

し
て
命
が
け
で
弘
通
な

さ
れ
た
、
全
人
類
が
等 

し
く
救
わ
れ
、
仏
に
な
れ
る
道

「
お
題
目
神
秘
」
を
お
示
し
下
さ

い
ま
し
た
。 

                      

  

当山御霊屋に掲げられた 

三枚続の大曼荼羅御本尊 

 

甲冑姿の御清正公様 

2021 年（平成 33 年） 

宗祖日蓮大聖人御生誕 800 年 

2028 年（平成 40 年） 

妙教寺開基開創 150 周年 

（２） 



日蓮聖人誕生の霊跡 誕生寺 

今
後
は
、
宗
祖
、
御
生
誕
八
〇

〇
年
に
む
け
て
、
日
蓮
門
家
が
目

指
す
と
こ
ろ
の
、
次
の
世
代
へ
「
伝

え
る
た
め
の
、
お
題
目
布
教
の
展

開
」
を
掲
げ
、
原
点
に
立
ち
返
り
、

真
の
お
題
目
を
唱
え
て
い
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。 

              

當
山
の
お
題
目
修
行
者
の

方
々
こ
そ
、
真
の
弘
通
者
と
し
て
、

信
者
の
本
分
を
尽
く
す
こ
と
、
宗

祖
の
御
本
願
を
相
続
す
る
た
め

の
、
そ
の
「
お
題
目
の
輪
」
を
弘
め

ね
ば
な
ら
な
ら
な
い
責
務
が
あ
る

と
存
じ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
は
、
私
共
が
一
丸
と

な
っ
て
未
信
徒
に
「お
題
目
」を
伝

え
る
事
が
、
私
た
ち
信
者
が
願
う

「
お
題
目
の
輪
」を
弘
め
を
負
う
べ

き
こ
と
で
あ
り
、
弘
通
者
の
本
来

の
面
目
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

さ
ら
に
、
日
頃
「
お
題
目
の
修

行
」
で
体
験
体
感
さ
れ
た
、
ご
修

行
の
功
徳
を
も
っ
て
、
今
後
は
、

ご
家
族
揃
っ
て
、
宗
祖
が
お
示
し

頂
い
た
「
お
題
目
の
神
秘
」
を 

語

り
、
伝
え
、
弘
め
な
が
ら
、
日
々

の
信
行
生
活
に
精
進
さ
れ
、
特
に
、

各
々
が
菩
提
寺
の
興
隆
発
展
と

教
線
拡
張
の
為
に
、
日
蓮
宗
の
信

者
と
し
て
の
本
分
を
果
た
さ
れ
ま

す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。 

  

 

最
後
に
、
宗
祖
御
降
誕
八
百

年
の
記
念
す
べ
き
嘉
辰
を
目
途

と
す
る
と
き
、
全
国
日
蓮
宗
寺

院
に
お
い
て
宗
祖
の
御
遺
徳
を
お

慕
い
す
る
報
恩
行
と
し
て
、
宗
門

が
提
唱
す
る
と
こ
ろ
の
、
「
第
一

期
・
第
二
期
・
第
三
期
・
第
四
期
」

を
設
け
長
期
に
亘
る
各
種
の
「
慶

讃
記
念
事
業
」
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。 

當
山
に
お
い
て
も
、
殊
に
、
明

治
十
二
年
開
闢
以
来
、
平
成
三

十
六
年
に
妙
教
寺
の
開
創
一
五

〇
年
や
、
特
に
、
平
成
二
十
二
年

に
清
正
公
御
入
滅
四
〇
〇
年
の

慶
節
を
お
迎
え
し
ま
す
。  

こ
れ
ら
の
、
聖
日
に
向
い
、
祖

恩
報
謝
の
一
端
に
擬
せ
ん
と
欲

し
て
、
そ
の
「
宗
門
慶
讃
勧
募
基

金
支
援
」
「
宗
門
大
法
要
・
祖
山

総
登
詣
団
参
実
施
」な
ど
の
支
援

や
、
當
山
の
「平
成
の
大
事
業
」と

し
て
「
慶
讃
記
念
事
業
並
び
大
法

要
奉
行
」
な
ど
を
発
願
し
、
後
事

推
進
す
る
た
め
の
第
一
歩
の
年

と
受
止
め
、
ま
こ
と
に
時
宜

じ

ぎ

得
た

思
い
で
あ
り
、
當
山
の
、
第
一
期

整
備
事
業
の
段
階
の
時
機
が
到

来
し
た
と
存
じ
ま
す
。 

本
年
度
よ
り
、
い
よ
い
よ
「
慶
讃

記
念
事
業
」
に
取
り
組
む
た
め
、

本
総
代
会
に
諮
り
、
今
後
、
役
員

会
を
重
ね
な
が
ら
、
更
に
、
慶
讃

事
業
委
員
会
（
仮
案
）
を
設
立
し

て
、
種
々
の
方
策
を
鑑
み
考
案
い

た
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
総
代
護
持

会
役
員
会
に
時
を
計
り
ご
相
談

申
し
上
げ
、
忍
難
慈
勝
の
大
恩
に

報
い
邁
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

今
後
と
も
「
護
法
護
持
」
と

「
寺
門
興
隆
」
の
為
、
僧
俗
一
体

に
て
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
檀

信
徒
各
位
の
一
層
の
御
支
援
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
住
職
の
年
頭

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

（３） 

 

慶
讃
記
念
事
業 



謹んで新年のお慶びを申し上げます 

平成二十年霹靂戊子歳 元旦  

    妙教寺 筆頭総代 

  村 上  夘 三 

“お題目のつどい”での村上筆頭 

総代（福津市妙圓寺於）前列左 

 

筆
頭
総
代 

 

村
上 

夘
三 

        

合
掌 

平
成
二
十
年
の
元
旦

を
寿
ぎ
、
寺
院
・
檀
信
徒
の
皆
様
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

妙
教
寺
檀
信
徒
御
一
同
様
に

は
益
々
御
壮
健
で
元
旦
の
初
詣

り
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
事
を
、
感

謝
の
念
を
持
っ
て
祝
福
さ
せ
て
戴

き
ま
す
。 

 

旧
年
は
異
常
気
象
で
寒
暖
の
差

が
激
し
く
厳
し
い
一
年
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
年
中
諸
行
事
に
は
沢

山
の
皆
様
方
の
御
参
詣
を
賜
り
、

日
蓮
大
聖
人
様
、
日
貫
上
人
様
、

日
賢
上
人
様
又
、
御
先
祖
様
が
、

感
謝
の
念
を
お
慶
び
に
な
ら
れ

た
事
と
存
じ
ま
す
。 

 

お
蔭
様
で
旧
年
中
も
妙
教
寺
の

運
営
諸
行
事
に
も
滞
り
な
く
進

め
る
事
が
出
来
ま
し
た
事
に
、
感

謝
の
念
を
持
っ
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
、
本
年
も
又
、
私
の
希
望
で

は
あ
り
ま
す
が
団
参
旅
行
を
計

画
さ
せ
て
戴
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

本
年
も
又
、
寺
院
・
檀
信
徒
の

皆
様
の
御
健
康
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
護
持
会
運
営
に
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

        

婦
人
会
会
長 

古
賀 

静
枝 

  

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

婦
人
会
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
は
、
各
行
事
に
、
ご
参

加
頂
き
心
よ
り
有
難
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
も
早
い
も
の
で
、
元
旦
を

迎
え
た
と
思
っ
た
ら
、
一
月
二
十

日
に
は
、
婦
人
会
主
催
の
寒
修
行

が
行
わ
れ
ま
す
、
皆
様
の
お
詣
り

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

寒
修
行
と
云
い
ま
す
と
、
数
十

年
前
の
事
が
鮮
明
に
思
い
だ
さ
れ 

ま
す
。
今
は
お
亡
く
な
ら
れ
て
、

お
浄
土
へ
と
旅
立
た
れ
た
方
々
の

顔
も
目
に
う
か
び
ま
す
。 

お
ば
あ
さ
ん
に
変
っ
て
、
始
め

て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
と
き

の
事
で
す
、
二
十
数
人
で
太
鼓
を 

叩
き
乍
ら
、
南
無
妙
法
蓮
華
経

と
唱
え
一
軒
一
軒
お
米
を
頂
き 

                        

（４） 

元寇園教会の芋ほり会に 

参加された村上筆頭総代 

（前列左より 2番目） 

護持会会長 
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五
、
六
軒
も
廻
る
と
重
た
く
て
、

仲
島
の
村
上
さ
ん
と
二
人
で
大

黒
様
の
様
に
、
肩
に
担
い
だ
肩
が

痛
く
な
り
、
な
か
な
か
お
題
目
を

唱
え
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。 乙

金
か
ら
山
田
ま
で
は
、
今
の

様
に
家
も
立
っ
て
い
ま
せ
ん
、
一

本
道
の
長
い
事
、
雪
と
風
に
さ
ら

さ
れ
乍
ら
一
生
懸
命
に
つ
い
て
行

っ
た
こ
と
が
、
今
は
懐
か
し
く
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
お
導
き

を
頂
い
た
ご
先
祖
様
に
感
謝
の
気

持
で
一
杯
で
す
、
本
当
に
ご
先
祖

様
は
大
変
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
、

少
し
で
も
ご
先
祖
様
に
お
返
し
が

出
来
れ
ば
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
す
。 

片
方
が
喜
べ
ば
、
片
方
で
嘆
き

の
人
生
が
有
り
ま
す
、
こ
れ
か
ら

も
、
出
来
る
限
り
、
自
分
の
心
と

身
体
と
信
仰
に
よ
る
、
罪
障
消

滅
の
為
に
、
皆
様
と
共
に
精
進
し

て
参
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

何
時
ま
で
も
、
強
く
美
し
く
桜

の
花
が
咲
く
様
に
：
：
在
り
た
い
も

の
で
す
。
も
う
暫
く
す
れ
ば
桜
の

季
節
で
す
、
季
節
の
移
り
変
わ
り

も
速
い
も
の
で
す
。 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

又
、
婦
人
会
で
は
、
寒
修
行
を

は
じ
め
、
四
月
の
花
ま
つ
り
の
花

御
堂
作
り
、
十
月
の
お
会
式
の 

「桜
花
」作
り
は
、
主
た
る
活
動
と

な
っ
て
お
り
ま
す
、
役
員
以
外
の

方
で
も
是
非
ご
参
加
ご
協
力
頂

き
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

        

護
持
会
事
業
担
当
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

臼
井 

義
光 

 

〝
真
の
平
等
〟 

  

「
天
は
、
人
の
上
に
人
を
つ
く
ら

ず
、
人
の
下
に
人
を
つ
く
ら
ず
」

こ
れ
は
、
福
沢
諭
吉
先
生
の
人
間

の
平
等
を
説
い
た
有
名
な
言
葉
で

す
。 

 

し
か
し
、
現
代
社
会
で
は
、
い
じ

め
に
よ
る
自
殺
、
人
種
差
別
、
宗

教
差
別
、
テ
ロ
、
戦
争
、
不
平
等

な
事
が
多
く
あ
り
過
ぎ
ま
す
。

何
故
で
し
ょ
う
？ 

い
つ
に
な
っ
た

ら
：：？ 

 

私
は
、
御
前
様
（
順
忠
院
日
貫

上
人
）
の
法
話
の
中
で
、
「
仏
教
は
、

森
の
中
で
生
ま
れ
、
他
の
宗
教
は
、

砂
漠
の
中
で
生
ま
れ
た
。
こ
の
違

い
は
、
“
平
等
”
と
い
う
こ
と
を
考

え
た
時
に
良
く
わ
か
る
。
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
事
を
思
い
出
し
ま

す
。 

                        

建 設 業 

（５） 

餅つきで鏡餅を作られる 

古賀婦人会会長（中央） 



御祝い・法事など、また、ご進物・ご贈答に 

のお菓子を愛用下さいませ 

 
名菓     大野城サティ店 
大野城市錦町 4丁目 1-1 大野城サティ 1 階 
ＴＥＬ・ＦＡＸ 092-592-2126 

 

砂
漠
で
生
ま
れ
た
宗
教
は
、
自

分
が
信
じ
る
も
の
意
外
は
、
下
等

（
悪
）
な
も
の
だ
と
し
て
、
改
宗
さ

せ
教
え
を
広
め
て
来
ま
し
た
。
時

に
は
戦

い
く
さ

を
興お

こ

し
て
ま
で
も
：： 

 

一
方
、
大
自
然
の
中
で
生
ま
れ

た
仏
教
は
「
生
物

い
き

も

の

（
植
物
・
動
物
・

人
間
）
す
べ
て
の
命
が
持
つ
魂
（
仏

性
）
に
お
い
て
平
等
で
あ
る
。
」
と

説
い
て
、
そ
の
教
え
を
広
め
て
き

ま
し
た
。
こ
の
教
え
（
思
想
）
は
、

「人
間
同
志
が
平
等
で
あ
る
」と 

い
う
考
え
以
上
に
広
く
、
深
く
、

気
高
い
教
え
（思
想
）だ
と
思
い
ま

す
。 

 

又
、
御
前
様
は
「
二
十
一
世
紀

は
心
の
時
代
で
あ
る
」
と
よ
く
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
、
地
球
を
と
り
ま
く
環
境
は
、

大
変
な
時
を
む
か
え
て
い
ま
す
。

地
球
は
心
も
体
も
病
気
で
す
。

本
当
の
意
味
で
の
平
和
を
考
え
る

な
ら
ば
、
本
当
の
意
味
で
の
平
等

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

人
間
同
志
で
の
平
等
を
考
え
る

だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

命
有
る
物
す
べ
て
の
平
等
、
時

を
超
え
た
真
の
平
等
を
説
く
仏

様
の
崇
高
な
教
え
が
必
要
な
時

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

全
世
界
の
人
々
が
こ
の
教
え
を

心
の
底
か
ら
理
解
し
、
実
践
す
る

な
ら
ば
、
い
じ
め
、
差
別
、
戦
争
は

無
く
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 
法
華
経
を
学
ぶ
私
達
一
人
一

人
が
、
強
い
真
念
を
も
っ
て
こ
の

尊
い
教
え
を
広
め
る
事
が
必
要

な
時
だ
と
思
い
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

         

信
行
会
役
員 

髙
野 

ス
ミ
子 

 

〝
西
方
沖
地
震
か
ら 

四
年
目
を
向
え
て
〟 

  

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

私
も
今
年
八
十
歳
を
向
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
も
一

重
に
信
仰
の
お
か
げ
と
、
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。 

 

四
年
前
の
三
月
の
お
彼
岸
の
お

中
日
の
こ
と
で
し
た
。
私
を
は
じ

め
十
名
ほ
ど
で
、
元
寇
園
教
会
に

お
参
り
に
行
き
ま
し
た
。
御
宝
前

へ
お
膳
を
作
り
、
果
物
等
を
お
供

え
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
皆
さ

ん
と
作
業
着
に
着
替
え
、
野
菜
・

花
の
手
入
れ
、
草
取
り
、
小
高
い

丘
の
竹
き
り
、
木
の
根
払
い
を
致

し
て
お
り
ま
し
た
、
昼
近
い
時
間

で
し
た
、
ド
ー
ン
と
い
っ
て
地
の
底

よ
り
地
面
を
押
し
上
げ
る
よ
う

な
音
が
し
て
、
今
度
は
、
激
し
い 

                        

（６） 

住職上人と共に山門のしめ縄 

作りをされる臼井さん（左側） 



 

横
揺
れ
で
、
崖
か
ら
振
り
落
と
さ

れ
そ
う
で
、
腹
ば
い
に
な
り
竹
の

根
に
つ
か
ま
り
、
揺
れ
に
身
を
ま

か
せ
る
だ
け
で
、
大
変
恐
ろ
し
く
、

何
秒
が
何
十
分
に
も
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
辺
り
を
見
る
と
、
大
き

な
溝
が
い
く
つ
も
出
来
て
い
ま
し

た
。 

 

余
震
が
続
く
中
、
家
の
中
か
ら

陶
器
が
割
れ
物
が
倒
れ
る
音
が

も
の
す
ご
く
、
お
そ
る
お
そ
る
家

の
中
に
入
り
ま
す
と
、
障
子
は
折

れ
、
壁
は
落
ち
無
残
な
様
子
で
し

た
。
し
か
し
、
御
宝
前
の
日
蓮
大

聖
人
様
の
お
姿
は
ご
無
事
で
、

堂
々
と
し
た
お
姿
で
お
守
り
い
た

だ
き
、
大
変
勇
気
を
頂
き
ま
し

た
。 

 

震
源
地
は
目
の
前
の
玄
海
島
で

し
た
。
後
片
付
け
に
何
日
も
掛
か

り
ま
し
た
が
、
数
日
後
、
村
上
総 

代
が
お
見
え
に
な
り
、
無
残
な
状

態
を
見
ら
れ
て
「
こ
れ
は
大
変
で

す
、
こ
の
修
理
は
私
に
任
せ
て
下 

さ
い
。
」
と
言
わ
れ
す
ぐ
大
工
さ

ん
を
手
配
を
し
、
畳
替
え
、
床
の

張
替
え
、
障
子
と
次
々
に
修
復

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
を

も
ち
ま
し
て
、
地
震
で
被
害
が
あ

っ
た
と
は
思
え
な
い
よ
う
に
綺
麗

に
な
り
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
昨
年
十
月
十
七
日
に
は

御
住
職
上
人
を
は
じ
め
、
護
持

会
・
婦
人
会
・
信
行
会
の
役
員
有

志
の
方
々
と
檀
信
徒
有
志
に
よ

り
、
芋
ほ
り
を
致
し
ま
し
た
。
一

昨
年
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
い
た
ず
ら

さ
れ
、
一
個
も
収
穫
で
き
ず
残

念
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
昨
年
は

ご
承
知
の
通
り
大
豊
作
で
、
皆
様

方
に
少
し
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

ご
供
養
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

又
、
皆
様
方
に
大
変
喜
ん
で
い
た

だ
き
、
菩
薩
行
に
行
っ
て
い
る
皆

も
嬉
し
く
、
元
気
が
出
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

今
度
は
、
樋
口
さ
ん
の
ご
供
養

で
玉
ね
ぎ
を
千
五
百
本
植
え
付

け
い
た
し
ま
し
た
。
又
、
皆
様
に

沢
山
お
配
り
出
来
る
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

十
一
月
の
施
餓
鬼
会
の
御
住

職
上
人
の
法
話
の
中
で
「
長
生
き

し
て
い
る
と
い
う
事
は
、
ま
だ
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
事
が
あ
る
か

ら
、
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
お
言
葉

を
心
に
持
ち
、
尚
一
層
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
野
菜
作
り
、
花
作
り
、

心
作
り
を
妙
教
寺
だ
よ
り
で
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

         

                        

（７） 

今年も沢山の玉ねぎの苗を 

植えることが出来ました。 



法華経流布の為鎌倉で辻説法をされる日蓮大聖人 

                        

                        

           

行
と
は
「
行
い
」
（
実
践
す
る
こ

と
）
、
学
と
は
「
智
慧
」
（
教
え
を

学
ぶ
こ
と
）
行
学
の
二
道
を
励
む

た
め
に
は
、
必
ず
「信
心

し

ん

じ

ん

」
が
前
提

と
な
り
ま
す
。
行
学
へ
の
精
進
が

又
、
信
心
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

「
信
心
」
と
は
、
お
釈
迦
様
の
み

教
え
（
法
華
経
）
に
絶
対
帰
依
す

る
、
つ
ま
り
心
か
ら
信
じ
行
う
こ

と
で
す
。
自
ら
の
「
我
」
を
捨
て
菩

薩
行
を
行
い
、
お
こ
と
ば
の
よ
う

に
自
分
の
器
量
（
自
分
の
形
で
良

い
）
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、
た
と
え
一
節

で
も
一
句
で
も
ま
わ
り
の
人
達
に

語
り
か
け
ま
し
ょ
う
。 

ま
ず
は
、
身
近
な
所
か
ら
始
め
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

当
山
に
於
い
て
も
、
毎
月
第
一

日
曜
日
午
後
十
二
時
よ
り
「
信

行
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
経
の

読
み
方
や
身
近
な
仏
事
作
法
等
、

法
華
経
法
師
品
に
説
か
れ
て
る

五
種
法
師
（
受
持
・
読
・
誦
・
解

説
・
書
写
）
の
修
行
（
如
説
修
行
）

を
基
本
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

（髙
野 

英
典
） 

        

日
蓮
大
聖
人
の
お
こ
と
ば 

③ 

諸
法

し

ょ

ほ

う

実
相

じ

っ
そ

う

抄
し
ょ
う 

一
閻
浮
提

い

ち

え

ん

ぶ

だ

い

第
一
の
御
本
尊
を
信
じ
さ
せ
給た

ま

へ 
あ
ひ
か
ま
え
て
、
あ
ひ
か
ま
え
て
、 

信
心
つ
よ
く
候

そ
う
ろ
う

て
三
仏
の
守
護
を 

か
う
む
ら
せ
給た

も

ふ
べ
し
。 

行
学
の
二
道
を
は
げ
み
候

そ
う
ろ
う

べ
し
。 

行
学
た
へ
な
ば
仏
法
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。 

我
も
い
た
し
人
を
も
教
化
候
へ
。 

行
学
は
信
心
よ
り
お
こ
る
べ
く
候
。 

力
あ
ら
ば
一
文
一
句
な
り
と
も 

か
た
ら
せ
給
ふ
べ
し 

（聖
人
五
十
二
歳
佐
渡
で
の
著
述
） 

（８） 

信行会で法話をされる住職上人 



   

鬼
子
母
神
御
尊
像 

（
当
山
御
守
護
神
） 

  

鬼
子
母
神
様
に
ま
つ
わ
る
物
語

は
皆
様
も
一
度
は
耳
に
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

昔
、
お
釈
迦
様
の
時
代
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
、
イ
ン
ド
の
王
舎
城

と
い
う
町
で
、
子
供
を
さ
ら
っ
て

は
食
べ
又
、
自
ら
の
子
供
に
与
え

る
と
い
う
、
大
変
お
そ
ろ
し
い
夜

叉
女
の
ハ
ー
リ
テ
ィ
が
、
お
釈
迦 

         

様
の
教
え
を
聞
き
心
を
改
め
懺

悔
し
、
そ
の
後
は
、
困
っ
て
い
る
人

を
助
け
、
仏
の
道
を
説
き
ひ
ろ
め

る
人
や
特
に
子
供
を
守
護
す
る

大
善
神
と
な
ら
れ
た
と
い
う
お

話
で
す
。 

 

し
か
し
、
こ
の
物
語
に
は
見
逃

し
て
し
ま
う
大
事
な
所
が
あ
り
ま

す
、
子
供
達
を
さ
ら
わ
れ
た
村

人
達
が
お
釈
迦
様
に
救
い
を
求

め
相
談
し
た
時
の
こ
と
で
す
、
お

釈
迦
様
は
村
人
か
ら
一
通
り
事

の
情
況
を
聞
く
と
、
ハ
ー
リ
テ
ィ

で
は
な
く
、
村
人
達
に
先
に
教
化

な
さ
れ
た
の
で
す
、
遠
い
昔
、
こ
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

村
で
身
重
だ
っ
た

牛
飼
い
の
女
が
村

人
達
に
つ
れ
な
い

仕
打
ち
を
受
け
、

そ
の
恨
み
を
も
っ

て
、
夜
叉
女
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
っ

た
ハ
ー
リ
テ
ィ
は
、

猫
が
生
ま
れ
な 

が
ら
に
ネ
ズ
ミ
を
追
う
よ
う
に
、

因
果
の
掟
に
よ
り
訳
も
わ
か
ら
な

い
ま
ま
に
、
村
人
達
を
苦
し
め
て

い
る
こ
と
を
説
か
れ
た
の
で
す
。

そ
の
後
の
お
話
の
展
開
は
皆
様
も

ご
存
知
の
通
り
で
す
。 

 

お
釈
迦
様
は
こ
の
鬼
子
母
神
様

の
お
話
を
通
し
て
現
世
の
果
（
結

果
）
は
、
前
世
で
の
因
（
原
因
）
か

ら
生
ま
れ
、
現
世
（
今
生
）
の
行
い

は
来
世
に
結
果
と
な
っ
て
生
じ
る

「
三
世
一
貫
」
を
説
か
れ
て
い
る
の

で
す
。
私
達
の
未
来
や
来
世
で
の

幸
せ
は
、
私
達
自
身
の
今
の
行
い

に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
日
頃
か

ら
慈
悲
の
心
で
信
仰
的
に
物
事

を
考
え
行
い
（
色
読
）
、
功
徳
の
種

を
ま
き
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が

私
達
の
み
な
ら
ず
、
広
く
地
域
社

会
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

写
真
は
、
当
山
御
守
護
神
堂
に

安
置
さ
れ
て
る
、
鬼
子
母
神
尊

像
で
す
、
当
山
第
四
世
楠
田
泰

解
上
人
の
代
に
当
山
に
勧
請
さ

れ
た
も
の
で
、
約
七
十
年
ほ
ど
前

に
作
ら
れ
た
御
像
で
す
。 

 

〔参
考
〕 

鬼
子
母
神
像
形
に
は
大
き
く
分

け
て
、
関
東
形
・
関
西
形
が
あ
り

ま
す
。 

『
関
東
形
』
は
、
鬼
形
で
総
髪
・
合

掌
・
憤
怒
の
お
顔
立
ち
で
す
。
又
、

『
関
西
形
』
は
、
天
女
形
で
瑞
麗

豊
満
・有
角
・抱
児
の
お
姿
で
す
。 

日
蓮
宗
で
は
、
修
法
の
特
徴
で
あ

る
、
降
魔
調
伏
の
面
か
ら
更
に

「
鬼
」
の
字
の
重
視
か
ら
関
東
形

の
鬼
形
像
が
一
般
的
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
元
か
ら
関

西
形
の
天
女
像
も
作
ら
れ
本
宗

で
は
、
鬼
形
像
は
破
邪
調
伏
、
天

女
像
は
安
産
子
育
と
分
け
て
説

明
し
て
い
ま
す
。 

（髙
野 

英
典
） 

「各
書
参
考
」 

 

寺 

宝 

③ 

（９） 

当山安置の鬼子母神様（関東形） 



《霊供膳の一例》 

 

 

   
《
仏
事
の
豆
知
識
》
② 

 

「
回
向
功
徳
鈔

え

こ

う

く

ど

く

し

ょ

う

」 

我わ

れ 

父
母

ふ

ぼ

の
物も

の

を 

ゆ
づ
ら

れ
な
が
ら
、
死し

人に
ん

に
な
れ
ば 

何
事

な
に
ご
と

の 

あ
る
べ
き 
と
思

お
も
い

て
、
後
生

ご
し
ょ
う

を
訪と

はわ

ざ
れ
ば
、
悪
霊

あ
く
り
ょ
う

と
成な

り
、
子
子

し

し

孫
孫

そ
ん
そ
ん

に 

た
た

（

祟

）

り
を 

な
す 

と 

涅
槃
経

ね
は
ん
ぎ
ょ
う

と

申も
う

す
経

き
ょ
う

に 

見み

え
た
り
。
云
々 

（大
意
） 

父
母
の
物
を
ゆ
ず
ら
れ
な
が
ら
、
死

人
で
あ
る
か
ら
何
事
も
な
い
で
あ
ろ
う
と

思
っ
て
、
後
生
（
亡
く
な
っ
た
後
）
を
弔
わ

な
け
れ
ば
、
悪
霊
と
な
り
、
子
々
孫
々
に

た
た
り
を
な
す
、
と
― 
 

涅
槃
経
と
い
う
お
経
に
書
い
て
あ
り
ま
す 

 

“
法
要
の
知
識
と
心
得 

” 

 

日
蓮
宗
の
法
要
と
は
、
一
般
的

に
は
法
事
と
呼
ば
れ
、
こ
の
世
に

残
っ
た
者
で
、
故
人
が
霊
山

り
ょ
う
ぜ
ん

浄
土

じ

ょ
う

ど

に
安
住
す
る
よ
う
に
行
う
追
善

供
養
の
こ
と
で
、
故
人
の
供
養
を

通
し
て
先
祖
の
恩
に
感
謝
す
る

良
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

死
亡
の
日
か
ら
四
十
九
日
ま
で

を
中
陰

ち
ゅ
う
い
ん

ま
た
は
中
有

ち

ゅ
う

う

と
い
い
、
七

日
ご
と
に
中
陰
忌
法
要
が
営
ま

れ
、
三
十
五
日
忌
（
五
七
日
忌

ご

し

ち

に

ち

き

）

と
、
忌き

明あ

け

（
満
中

ま
ん
ち
ゅ
う

陰い

ん

）
の
四
十
九

日
忌
（
七
七
日
忌

し

ち

し

ち

に

ち

き

）
は
、
家
族
だ

け
で
な
く
親
戚
縁
者
も
招
い
て
法

要
を
行
う
。 

地
方
に
よ
っ
て
は
四
十
九
日
が
三

ヶ
月
目
に
か
か
る
と
「
始
終

し

じ

ゅ

う

苦く

が

身
に
つ
く
」と
し
て
、
三
十
五
日
で

き
り
あ
げ
る
習
慣
も
あ
る
が
、
俗

説
で
あ
っ
て
仏
事
は
丁
重
に
す
べ

き
で
す
。
ま
た
、
関
西
な
ど
で
は

「
お
逮
夜

た

い

や

」
と
い
っ
て
、
そ
の
前
夜

に
法
要
を
営
む
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。 

 

百
ヵ
日
法
要
（
卒
哭
忌

そ

つ

こ

く

き

）
は
、
悲

し
み
の
中
で
過
ご
し
た
遺
族
も
気

持
が
落
ち
着
い
て
く
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
悲
し
み
の
終
わ
る
日
と

し
て
供
養
し
ま
す
。
年
忌
法
事
は

一
周
忌
か
ら
五
十
回
忌
ま
で
あ

り
特
に
一
周
忌
・
三
回
忌
・
七
回

忌
ま
で
は
親
戚
は
も
ち
ろ
ん
、
友

人
、
知
人
に
も
知
ら
せ
て
参
列
し

て
も
ら
う
と
、
故
人
へ
の
良
い
供

養
と
な
り
ま
す
。 

 

又
、
法
事
の
日
程
を
決
め
る
場

合
は
、
事
前
に
お
寺
側
の
都
合
と

の
調
整
を
し
て
か
ら
日
時
の
決
定

を
し
た
後
に
、
参
列
者
の
方
々
に

案
内
し
て
下
さ
い
。 

          

“
お
霊り

ょ
う

供ぐ

膳ぜ

ん

の
供
え
方
” 

 

法
事
、
命
日
、
盆
彼
岸
等
特
別

な
時
に
は
お
霊
供
膳
を
お
供
え

し
ま
し
ょ
う
。 

 

霊
供
膳
は
精
進
（
肉
・
魚
類
を

使
用
し
な
い
）
で
味
付
け
し
た
も

の
を
盛
付
け
、
お
箸
と
漬
物
を
添

え
ま
す
。
料
理
を
盛
付
け
た
ら

仏
前
に
箸
が
向
く
よ
う
に
お
膳

を
ま
わ
し
て
お
供
え
し
て
下
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 

（左
図
参
照
） 

（髙
野 

英
典
） 

双
葉
社
「日
蓮
宗
の
お
経
」参
考 

           

信
行
会
よ
り 

（１０） 

お 仏 壇 側 

○親椀→ご飯（山盛り） 

○汁椀→味噌汁又はお吸い物 

○高皿椀（腰高）→漬物 

○壺椀→和え物、煮物 

○平椀→煮込み物 

（平椀） 

（親椀） 

（壺椀） 

（汁椀） 

（高皿椀） 



豆まきをされる檀信徒さん 

   

“節
分
と
追
儺
会

つ

い

な

え

” 

 

春
を
迎
え
る
行
事
「
節
分
会
」

は
、
全
国
各
地
の
寺
院
や
神
社
で

盛
大
に
営
ま
れ
、
「豆
ま
き
」で
賑

う
の
が
慣
わ
し
で
す
。
。 

「
今
年
一
年
、
病
気
に
な
り
ま
せ

ん
よ
う
に
」
「
幸
せ
な
毎
日
が
送

れ
ま
す
よ
う
に
」
と
の
願
い
を
こ

め
て
、
寺
院
や
神
社
で
、
ま
た
、

各
戸
で
、
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と

叫
び
、
威
勢
よ
く
豆
を
ま
く
の
が

節
分
会
の
行
事
で
す
。 

 

「
節
分
」
は
「
セ
チ
ブ
ン
」
と
読
む

の
が
正
し
い
と
さ
れ
る
が
、
今
で

は
一
般
に
「
セ
ツ
ブ
ン
」
と
読
み
、

寺
院
に
お
い
て
は
「節
分
会
」
ま
た

は
「
節
分
追
儺
会
」
と
よ
ん
で
い
ま

す
。 

 

「
節
分
」
と
は
、
季
節
の
分
か
れ

る
時
の
意
味
で
、
本
来
は
立
春
・

立
夏
・
立
秋
・
立
冬
に
移
る
時
を

さ
し
ま
す
、
昔
は
太
陰
暦
（
旧

暦
）
を
使
っ
て
い
た
の
で
、
十
二
月

下
旬
か
正
月
初
旬
が
立
春
に
あ

た
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
年
越
し

と
か
さ
な
る
立
春
だ
け
が
、
い
つ

の
ま
に
か
「
節
分
」
と
よ
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
、
現
在
で
は
節
分
と
い

え
ば
、
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
と
は

関
係
が
な
く
な
り
、
立
春
だ
け
を

意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で

す
。
つ
ま
り
立
春
の
前
日
を
「
節

分
」
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

こ
の
節
分
の
日
に
「
追
儺
」
の
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

追
儺
と
は
、
「
鬼
や
ら
い
」
「
な

や
ら
い
」
「
鬼
走
り
」
「
厄
払
い
」

「
厄
お
と
し
」
「
厄
神
送
り
」
な
ど

と
も
い
い
、
疫
病
・
悪
霊
・
邪
神
な

ど
、
つ
ま
り
私
た
ち
人
間
に
害
を

な
す
も
の
、
私
達
を
苦
し
め
る
も

の
を
追
い
払
う
行
事
で
す
。
そ
し

て
福
の
神
・善
神
・守
護
霊
な
ど
、

幸
せ
を
も
た
ら
す
も
の
を
招
き
い

れ
る
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

昔
よ
り
、
三
毒

さ

ん

ど

く

心し

ん

転
じ
て
三さ

ん

福ぷ

く

求
得

ぐ

と

く

す
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
の
心
の
中
に
い
つ
の
間
に
か
三

つ
の
害
（
毒
）
の
心
が
生
じ
て
来

る
。 

①
貪
（ム
サ
ボ
リ
）＝
青
オ
ニ 

 

欲
の
亡
者
・血
も
涙
も
無
い
人 

②
瞋
（イ
カ
リ
）＝
赤
オ
ニ 

 

年
中
怒
り
狂
う
人 

③
愚
痴
（グ
チ
）＝
黒
オ
ニ 

 

疑
心

ぎ

し

ん

暗
鬼

あ

ん

き

の
人 

こ
の
よ
う
な
邪
気
を
祈
祷
修
法

さ
れ
た
福
豆
と
お
題
目
の
功
徳

に
よ
っ
て
洗
い
お
と
し
て
、
三
福 

①
健
康
な
心
の
福 

②
健
康
な
身
体
の
福 

③
物
品
・財
の
福 

に
転
じ
て
行
く
為
の
行
事
で
す
。 

 
当
山
に
お
い
て
は
、
本
年
（
平
成

二
十
年
）
は
二
月
三
日
（
日
）
に

節
分
追
儺
会
の
行
事
を
執
り
行

い
ま
す
。 

 

厄
年
の
方
、
開
運
吉
祥
を
願
う

方
、
又
、
歳
男

と
し
お
と
こ

・
歳
女

と
し
お
ん
な

（
子

ね
ず
み

歳ど

し

）
の

方
の
ご
参
加
を
お
ま
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

 

詳
し
く
は
当
山
か
ら
の
月
案
内

を
ご
覧
下
さ
い
。 

                   

（１１） 

季
節
の
行
事 

節分豆を修法加持によって清め
られる住職上人 



妙
教
寺
総
代 

花
田 

正
月 

 
〝
信
行
会
『書
写
行
』に 

参
加
し
て
〟 

 

先
日
、
信
行
会
で
写
経
を
実

施
し
ま
し
た
。
定
年
に
為
る
ま
で

は
字
も
書
い
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
、
鍬く

わ

と
シ
ャ
ベ
ル
の
生
活
だ
か
ら

と
、
思
い
な
が
ら
、
一
応
の
写
経

の
心
が
ま
え
を
聞
き
な
が
ら
、
筆

を
執
っ
て
み
る
と
、
手
は
震
え
る

は
、
字
は
大
き
く
な
る
わ
で
、
写

経
の
教
本
と
は
、
比
べ
も
の
に
為

ら
な
い
字
で
し
た
。 

「
自
分
は
字
が
下
手
だ
か
ら
」

と
い
う
理
由
で
「
写
経
は
良
い
こ

と
だ
」
と
知
り
な
が
ら
も
、
躊
躇

ち
ゅ
う
ち
ょ

し
て
実
行
し
な
か
っ
た
。 

 

写
経
は
本
来
字
の
上
手
、
下
手

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
自
分
の
心
の

問
題
で
は
な
い
か
と
、
雑
念
を
捨

て
て
真
摯

し

ん

し

な
気
持
で
行
っ
て
み
ま

し
た 

 
 

字
の
上
手
下
手
は
問
題
で
は
、

な
い
よ
う
で
す
。 

唯
だ
、
な
か
な
か
早
く
書
く
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
枚
、

三
枚
と
書
く
う
ち
に
、
段
々
そ

れ
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

会
社
の
煩
わ
し
さ
や
家
庭
の

悩
み
に
直
面
し
た
時
、
心
に
よ
り

ど
こ
ろ
が
あ
る
人
と
、
な
い
人
で

は
、
雲
泥

う

ん

で

い

の
差
が
出
て
来
る
で
し

ょ
う
。 

こ
こ
ろ
の
よ
り
ど
こ
ろ
の
な
い

人
は
、
悩
み
に
執
着
し
、
問
題
の

本
質
を
見
失
い
、
く
よ
く
よ
悩
ん

で
し
ま
い
、
心
に
拠
り
ど
こ
ろ
の

あ
る
人
は
、
そ
の
執
着
か
ら
解
放

さ
れ
冷
静
に
考
え
る
こ
と
が
出

来
、
そ
こ
に
妙
案
も
浮
ん
で
く
る

で
し
ょ
う
。
こ
れ
こ
そ
、
無
形
の
功

徳
で
あ
り
、
失
う
こ
と
の
無
い
財

宝
で
し
ょ
う
。
書
写
行
は
、
五
種

の
行
の
一
つ
で
す
。
現
在
の
よ
う

に
、
印
刷
や
コ
ピ
ー
機
の
よ
う
な

も
の
が
発
達
し
た
時
代
と
な
っ
て

も
、
仏
語
の
一
字
一
字
を
自
分
の

体
を
通
し
て
深
く
心
に
刻
み
込

む
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
い
、
今

回
の
挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。 

偉
そ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
き
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
、
今
迄
の
行
い

を
す
ぐ
変
え
る
こ
と
は
困
難
な
よ

う
で
す
、
こ
の
動
じ
な
い
信
念
を

持
続
し
信
仰
心
を
養
う
こ
と
が

出
来
る
の
が
写
経
で
は
な
い
か
と

思
い
、
こ
れ
か
ら
写
経
を
す
る
時

は
、
雑
念
を
捨
て
、
唯
だ
ひ
た
す

ら
に
写
経
に
心
を
向
け
た
い
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

         

                        

（１２） 

信行会での写経風景 



信
行
会
会
長 

植
村 

俊
親 

 

〝
施
餓
鬼
総
供
養
の
特
別
講
演 

高
嵜
上
人
の
ご
法
話
を
聞
い
て
〟 

 

高
嵜
上
人
は
、
福
岡
県
西
筑

組
門
中
会
参
事
を
お
勤
め
で
、

当
山
御
住
職
と
学
生
（
立
正
大

学
）
時
代
、
同
級
の
間
柄
で
あ
り
、

長
い
お
付
き
合
い
が
あ
り
、
今
回

の
講
演
も
お
忙
し
い
中
快

こ
こ
ろ
よ

く
引

き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

檀
信
徒
の
皆
様
も
大
勢
参
集

さ
れ
熱
心
に
拝
聴
さ
れ
ま
し
た
。 

講
演
の
内
容
が
大
変
ユ
ニ
ー
ク

で
、
子
育
て
の
問
題
、
こ
れ
は
、
聴

衆
さ
れ
て
い
る
人
が
、
何
度
も
う

な
ず
く
状
態
で
し
た
、
残
念
な
こ

と
に
大
半
の
方
が
子
育
て
を
終

わ
っ
た
人
ば
か
り
で
、
こ
の
広
報

紙
を
お
読
み
に
な
っ
た
、
若
い
お

嫁
さ
ん
達
が
次
の
機
会
に
参
集

さ
れ
れ
ば
大
変
参
考
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
、
大
勢
の
檀
信
徒
の

若
い
皆
様
に
拝
聴
し
て
戴
け
れ
ば

幸
甚
に
存
ず
る
と
こ
ろ
で
す
。 

          

そ
の
中
か
ら
、
私
の
心
に
残
っ

た
と
こ
ろ
を
二
、
三
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
、
若
い
人
に
は
（
自
分
の
子

供
）
苦
労
を
掛
け
さ
せ
る
、
人
と

し
て
社
会
人
と
し
て
立
っ
て
い
け

る
人
を
創
る
、
時
間
を
掛
け
て
で

も
辛
抱
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る

人
に
育
て
る
、
何
ご
と
も
時
間
を

掛
け
て
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
あ
る
、
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
、
仏
様
も
働
い
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
悟
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
、
人
を
労い

た

わ
る
心
も
自
然
に

備
わ
る
で
あ
ろ
う
。 

 

此
処
で
述
べ
る
よ
り
、
ま
た
の
機

会
に
拝
聴
さ
れ
る
こ
と
を
希
望

し
ま
す
。
そ
の
中
で
一
つ
、
キ
リ
ス

ト
教
で
は
、
人
は
死
ん
だ
ら
天
国

に
行
く
と
教
え
て
ま
す
、
念
仏
信

者
は
通
常
、
極
楽

ご

く

ら

く

浄
土

じ

ょ
う

ど

へ
行
き
ま

す
、
然し

か

し
法
華
経
の
信
仰
者
は

霊
山

り
ょ
う
ぜ
ん

浄
土

じ

ょ
う

ど

に
行
き
ま
す
、
霊
山

浄
土
と
は
、
イ
ン
ド
の
霊

り
ょ
う

鷲
山

じ

ゅ

せ

ん

で

お
釈
迦
様
が
教
え
（
法
華
経
）
を

説と

か
れ
た
所
で
す
。 

法
華
経
で
は
、
如
来

に

ょ
ら

い

神
力
品

じ

ん

り

き

ほ

ん

の

中
に
「
汝な

ん

等だ

ち

如
来

に

ょ
ら

い

の
滅め

つ

後ご

に
於お

い

て
、

應
當

ま

さ

に
一
心

い

っ
し

ん

に
受
持

じ

ゅ

じ

・
読ど

く

・
誦じ

ゅ

し
・

解
説

げ

せ

つ

・
書
写

し

ょ
し

ゃ

し
説せ

つ

の
如ご

と

く
修
行

し
ゅ
ぎ
ょ
う

す

べ
し
」と
、
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

他
の
お
上
人
の
お
話
を
聞
く
こ
と

に
よ
り
見
聞
を
広
め
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

妙
教
寺
で
は
、
毎
月
祈
祷
祭
、

施
餓
鬼
供
養
祭
、
信
行
会
等
を

開
催
し
て
い
る
こ
と
は
ご
存
知
の

と
こ
ろ
で
す
、
毎
月
の
お
参
り
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

                     

（１３） 

法話をされる高嵜泰道上人 

高嵜上人の法話を熱心に聞く 
檀信徒の皆さん 

 

 



8/5 猛暑の中での清正公堂の 

盆前の大掃除 

10/17 元寇園教会美化作業＆芋掘り会  

     今年は沢山お芋が取れました 

11 月 乙金・船越順一さんより
施餓鬼供養会に合わせて菊の鉢
植えをお供え頂きました 

12/2 三沢清正公堂年末大掃除 

檀信徒有志の方々により綺麗になりました 

9月 当山の庭に咲いた彼岸花 

12/16 当山年末煤払い大掃除 

皆様のおかげで綺麗になりまし
た有難うございました 

    

         

    

    

                   

 

                       

                       

行
事
ス
ナ
ッ
プ
あ
れ
こ
れ 

9/29 福津市妙圓寺さんでの〝お題目
のつどい〝 唱題行をされる当山の檀
信徒さん 

12/27 当山山門の門松作り 

当山総代さんにより立派な 

門松が出来ました 

12/27 正月お供え用餅つき 

早朝より檀信徒約 30名の方々 

により 80㌔分の餅をつきました 

（１４） 



   

★ 

○
月×
日 

 

今
日
も
、
ト
ン
ト
ン
、
カ
タ
カ
タ

と
い
う
台
所
で
の
音
で
、
朝
六
時

四
十
五
分
に
起
床
。 

 

朝
食
前
に
、
五
分
間
程
で
大
変

申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

朝
の
お
つ
と
め
を
済
ま
せ
ま
す
。 

 

午
前
八
時
に
は
出
勤
し
ま
す
が
、

出
勤
途
中
、
雨
の
日
も
、
風
の
日

も
毎
日
の
よ
う
に
、
小
学
生
の
安

全
指
導
の
た
め
、
お
母
さ
ん
と
シ

ル
バ
ー
の
お
二
人
に
お
目
に
か
か

り
ま
す
が
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
挨
拶
を
し
て
行
き
ま
す
。 

「今
日
も
ご
苦
労
様
で
す
。
」 

 

午
後
五
時
三
十
分
に
退
社
し
、

し
ば
ら
く
く
つ
ろ
い
だ
後
に
ビ
ニ

ー
ル
袋
を
持
っ
て
家
内
と
一
緒
に

散
歩
に
出
か
け
ま
す
。 

散
歩
の
途
中
、
ポ
イ
捨
て
ら
れ

た
空
カ
ン
マ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
マ
ン

の
た
ぐ
い
を
拾
っ
て
行
き
ま
す
。 

 

毎
日
の
よ
う
に
散
歩
に
出
か
け

ま
す
が
、
ポ
イ
捨
て
は
な
く
な
る

こ
と
な
く
ビ
ニ
ー
ル
袋
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
す
。 

 

今
日
も
収
穫
が
あ
っ
た
？ 

喜
ん
で
よ
い
の
か
、
悲
し
ん
で
良
い

の
か
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。 

 

就
寝
前
に
は
、
今
日
も
一
日
ご

苦
労
さ
ん
で
し
た
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
、
缶
ビ
ー
ル
を
一
本
飲
み
、

顔
を
真
っ
赤
に
し
て
床
に
つ
き
ま

す
。 

 

日
蓮
聖
人
様
、
先
祖
代
々
の
皆

様
今
日
も
一
日
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

な
む 

な
む 

な
む
：：： 

 

★
平
成
二
十
年
が
檀
家
の
皆
々

様
に
と
っ
て
良
き
年
に
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

皆
々
様
の
先
祖
の
方
々
も
「
千

の
風
に
な
っ
て
」あ
る
時
は
鳥
に
な

っ
て
、
あ
る
時
は
雪
に
な
っ
て
日
々

見
守
っ
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

先
祖
の
方
々
に
今
日
あ
る
こ
と

を
感
謝 

感
謝 

感
謝
。 

（編
集
副
委
員
長 

白
水
岩
人
） 

  

『 

ち
ょ
っ
と
失
礼
し
ま
す 

』 

 

最
近
、
檀
信
徒
の
皆
様
で
当
山

に
お
参
り
に
来
て
、
忘
れ
物
を
さ

れ
て
い
る
方
が
大
変
多
い
よ
う
で

す
。
又
、
似
た
履
物
が
あ
っ
て
履

き
間
違
え
て
帰
ら
れ
る
方
も
お

ら
れ
る
よ
う
で
す
。
忘
れ
物
に
気

付
か
れ
ま
し
た
ら
連
絡
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

         

                        

発 

行 

所 
 

 

非 

売 

品 

大
野
城
市
錦
町
二
丁
目
一
番
二
十
七
号 

 
 

 
  

  

春
日
山 

妙 

教 

寺 

 
 

 
 

 
  

 

〇
九
二
（五
八
一
）一
二
六
六 

《御霊屋・納骨堂 加入者募集》 
○近代的格調高い 

○耐久性にすぐれる 
○御先祖様をおまつりするのに 

             相応しい荘厳な佇まい 

 
※一時払い不可能な方は、分割払い制度をご利用下さい。 

※くわしくは、お寺又は護持会事務局までお問い合わせ下さい。 

春日山 妙教寺 092-581-1266 

（１５） 

あ 

と 

が 

き 

最近の忘れ物です。帰りたがってます 



 

                        

   

◎
一
月
一
日
（火
） 

 

・初
参
詣
祝
祷
会 

 
 

 
 

 

午
前
一
時
よ
り 

 

◎
一
月
一
日
～
三
日
（火
～
木
） 

 

・新
春
三
ヶ
日
一
部
経
読
誦
会 

 
 

 
 

 

午
前
九
時
よ
り 

 

◎
一
月
十
四
日
（成
人
の
日
） 

 
・各
家
勧
請
守
護
神
祭 

 

・年
頭
施
餓
鬼
供
養
会 

 

・開
運
星
祭
り 

 

・新
春
福
引
き
大
会 

 
 

 
 

 

午
後
一
時
よ
り 

 
 ◎

一
月
二
十
日
（第
三
日
曜
） 

 

・寒
修
行
会
（婦
人
会
主
催
） 

 
 

 
 

 

午
前
十
時
よ
り 

 

◎
二
月
三
日
（第
一
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭
・節
分
追
儺
会 

午
前
十
時
よ
り 

 

   

◎
二
月
二
十
四
日
（第
四
日
曜
） 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 
 

午
後
一
時
よ
り 

 

◎
三
月
二
日
（第
一
日
曜
） 

・月
祈
祷
祭 

午
前
十
時
よ
り 

 

◎
三
月
十
七
～
二
十
三
日 

（月
～
日
） 

 

・春
季
彼
岸
棚
経
廻
り 

 

◎
三
月
二
十
三
日
（第
四
日
曜
） 

 

・春
季
彼
岸
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 
 

午
後
一
時
よ
り 

 

◎
四
月
六
日
（第
一
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭 

午
前
十
時
よ
り 

 

◎
四
月
十
三
日
（第
二
日
曜
） 

 
・花
ま
つ
り 

釈
尊
降
誕
会 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 
 

午
後
一
時
よ
り 

 

◎
五
月
四
日
（第
一
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭 

午
前
十
時
よ
り 

 

◎
五
月
二
十
五
日
（第
四
日
曜
） 

 

・各
家
勧
請
守
護
神
祭 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 
 

午
後
一
時
よ
り 

 

◎
六
月
一
日
（第
一
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭 

午
前
十
時
よ
り 

 

◎
六
月
二
十
九
日
（第
五
日
曜
） 

 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 
 

 
 

午
後
一
時
よ
り 

 

◎
七
月
六
日
（第
一
日
曜
） 

 

・月
祈
祷
祭 

午
前
十
時
よ
り 

 

◎
七
月
二
十
七
日
（第
四
日
曜
） 

・土
用
丑
の
日
秘
法
灸
大
祈
祷
会 

午
後
一
時
よ
り 

     

平
成
二
十
年
行
事
予
定
（
一
月
～
七
月
ま
で
） 

◎
毎
月 

第
一
日
曜
日
は 

・信
行
会 

（十
二
時
よ
り
） 

・三
沢
清
正
公
堂
お
参
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

（午
後
よ
り
） 

（１６） 

平成 17年度～平成 34年度 

立正安国・お題目結縁運動 

日 蓮 宗 
 


